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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおける方法であって、
　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを伝送するこ
とと、
　第１の同報通信ページ時間スロットと第２の同報通信ページ時間スロットとをオーバー
ラップしていない時間スロット上で伝送するために、第１のページングチャネル上の複数
の第１の同報通信ページ時間スロットを、第２のページングチャンネル上の複数の第２の
同報通信ページ時間スロットに対してずらすことと、
　前記第１および第２のページングチャネル上での同報通信ページメッセージの伝送を示
す複数の同報通信指標を第３のチャネル上で伝送し、それによって第１および第２のペー
ジングチャネルの一方のみの上での同報通信ページメッセージの伝送を示すこととを含む
方法。
【請求項２】
　前記ずらすことが、
　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを、異なる同
報通信ページサイクルにおいて伝送することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
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　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを伝送する手
段と、
　第１の同報通信ページ時間スロットと第２の同報通信ページ時間スロットとをオーバー
ラップしていない時間スロット上で伝送するために、第１のページングチャネル上の複数
の第１の同報通信ページ時間スロットを、第２のページングチャンネル上の複数の第２の
同報通信ページ時間スロットに対してずらす手段と、
　前記第１および第２のページングチャネル上での同報通信ページメッセージの伝送を示
す複数の同報通信指標を第３のチャネル上で伝送し、それによって第１および第２のペー
ジングチャネルの一方のみの上での同報通信ページメッセージの伝送を示す手段とを含む
装置。
【請求項４】
　前記ずらす手段が、
　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを、異なる同
報通信ページサイクルにおいて伝送する手段をさらに含む請求項３記載の装置。
【請求項５】
　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを伝送する送
信機と、
　第１の同報通信ページ時間スロットと第２の同報通信ページ時間スロットとをオーバー
ラップしていない時間スロット上で伝送するために、第１のページングチャネル上の複数
の第１の同報通信ページ時間スロットを、第２のページングチャンネル上の複数の第２の
同報通信ページ時間スロットに対してずらす制御装置とを含み、
　前記送信機が、前記第１および第２のページングチャネル上での同報通信ページメッセ
ージの伝送を示す複数の同報通信指標を第３のチャネル上で伝送し、それによって第１お
よび第２のページングチャネルの一方のみの上での同報通信ページメッセージの伝送を示
す無線通信システム。
【請求項６】
　前記制御装置が、第１および第２の同報通信ページ時間スロットを異なる同報通信ペー
ジサイクルにおいて伝送することによって、第１のページングチャンネル上の複数の第１
の同報通信ページ時間スロットと、第２のページングチャンネル上の複数の第２の同報通
信ページ時間スロットとをずらす請求項５記載の無線通信システム。
【請求項７】
　無線通信システムにおける基地局であって、
　第１のページングチャンネル上で複数の第１の同報通信ページ時間スロットを、および
第２のページングチャンネル上で複数の第２の同報通信ページ時間スロットを伝送する送
信機と、
　第１の同報通信ページ時間スロットと第２の同報通信ページ時間スロットとをオーバー
ラップしていない時間スロット上で伝送するために、第１のページングチャネル上の複数
の第１の同報通信ページ時間スロットを、第２のページングチャンネル上の複数の第２の
同報通信ページ時間スロットに対してずらす制御装置とを含み、
　前記送信機が、前記第１および第２のページングチャネル上での同報通信ページメッセ
ージの伝送を示す複数の同報通信指標を第３のチャネル上で伝送し、それによって第１お
よび第２のページングチャネルの一方のみの上での同報通信ページメッセージの伝送を示
す基地局。
【請求項８】
　前記制御装置が、第１および第２の同報通信ページ時間スロットを異なる同報通信ペー
ジサイクルにおいて伝送することによって、第１のページングチャンネル上の複数の第１
の同報通信ページ時間スロットを、第２のページングチャンネル上の複数の第２の同報通
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信ページ時間スロットに対してずらす請求項７記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概ね、遠隔通信システム、とくに、同報通信メッセージを受信するように設
計された移動局におけるバッテリ寿命を向上するための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　IS-95、IS-95A、およびIS-95Bの標準規格において規定されている符号分割多重アクセ
ス（code division multiple access, CDMA）システムのIS-95系、およびcdma2000のより
古いバージョンのようなセルラ電話システムにおいて、基地局は、ページングチャンネル
（paging channel, F-PCH）を使用して、同報通信ページおよび同報通信メッセージを目
標の移動局へ伝送する。基地局は、クイックページングチャンネル（quick paging chann
el, F-QPCH）のスロット上で同報通信指標も送り、到来する同報通信ページまたは同報通
信メッセージ、あるいはこの両者についてF-PCHチャンネルスロットを監視することを目
標の移動局に知らせる。
【０００３】
　cdma2000のより新しいバージョンでは、基地局は、同報通信ページを伝送するための共
通制御チャンネル（common control channel, F-CCCH）と、同報通信メッセージを伝送す
るための同報通信制御チャンネル（broadcast control channel, F-BCCH）とを使用する
。基地局は、F-QPCHのチャンネルスロット上で同報通信指標を送って、同報通信ページの
ためのF-CCCHスロットを監視することを目標の移動局に知らせる。同報通信ページは割り
当てられたF-BCCHチャンネルスロット（同報通信メッセージを搬送する）を示すこともあ
る。
【０００４】
　サービスプロバイダは、これらの同報通信チャンネルプロトコルの何れかを採用するこ
とを選択して、目標の移動局へメッセージを同報通信するが、選択した同報通信チャンネ
ルプロトコルのために設計された移動局のみが、同報通信メッセージを受信することがで
きる。両方の同報通信チャンネルプロトコルを使用して、同報通信メッセージを伝送して
、何れかの同報通信チャンネルプロトコルにおいて伝送される同報通信メッセージを受信
するように設計された移動局が、同報通信メッセージを受信できることが非常に望ましい
。
【０００５】
　現在、サービスプロバイダが、両方の同報通信チャンネルプロトコルを使用して、同報
通信メッセージを伝送するとき、F-QPCHのチャンネルスロット上の同報通信指標（F-PCH
またはF-CCCHのチャンネルの何れかにおいて同報通信ページを監視することを移動局のグ
ループへ知らせるのに使用される）は、他の移動局に対して誤りのシグナリングを行なっ
てしまう。例えば、F-QPCHチャンネル上の同報通信指標は、F-PCHチャンネル上の同報通
信ページスロットは正確に示すが、F-CCCHのチャンネル上の同報通信ページスロットを誤
って示すことがある。したがって、F-CCCHのチャンネルスロットを監視するように設計さ
れている移動局が、F-CCCHのチャンネルスロットを監視するために、不要に起動されるこ
とになる。したがって、これらの移動局は、不要にバッテリーを消費することになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　２つ以上の同報通信チャンネルプロトコルを使用して同報通信メッセージを供給する技
術において、１つの同報通信チャンネルプロトコルを使用して同報通信メッセージを受信
するように設計された移動局が、それ以外の同報通信チャンネルプロトコルを使用して同
報通信メッセージを受信するように設計された移動局へ、誤りのシグナリングを生成しな
いことが求められている。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの態様は、２つ以上の同報通信チャンネルプロトコルを使用して、同報通
信メッセージを供給するための方法およびシステムに関する。方法およびシステムには、
第１のチャンネル上で複数の第１の同報通信ページスロットを伝送し、第２のチャンネル
上で複数の第２の同報通信ページスロットを伝送し、第３のチャンネル上で複数の同報通
信指標を伝送し、複数の同報通信指標の各々が、第１または第２の同報通信ページスロッ
トの一方のみを示すことが含まれる。
【０００８】
　本発明の１つの実施形態では、第１のチャンネル上の第１の同報通信ページスロットは
、第２のチャンネル上の第２の同報通信ページスロットに対してずれている。
　本発明の別の実施形態では、第１のチャンネル上の第１の同報通信ページスロットと、
第２のチャンネル上の第２の同報通信ページスロットとは、異なる同報通信ページサイク
ルにおいて伝送される。
【０００９】
　本発明の別の実施形態は、同報通信メッセージを供給するための基地局であって、送信
機およびプロセッサを含んでいる基地局に関する。送信機は、第１のチャンネル上で複数
の第１の同報通信ページスロットを伝送し、第２のチャンネル上で複数の第２の同報通信
ページスロットを伝送し、第３のチャンネル上で複数の同報通信指標を伝送するようにさ
れる。プロセッサは、送信機を制御して、複数の同報通信指標の各々が、第１または第２
の同報通信ページスロットの一方のみを示すようにされる。
【００１０】
　本発明の１つの実施形態では、プロセッサは、さらに加えて、第１のチャンネル上の複
数の第１の同報通信ページスロットが、第２のチャンネル上の複数の第２の同報通信ペー
ジスロットに対してずらすようにされる。
　本発明の１つの実施形態では、プロセッサは、さらに加えて、送信機を制御して、第１
のチャンネル上の複数の第１の同報通信ページスロットと、第２のチャンネル上の複数の
第２の同報通信ページスロットとを、異なる同報通信ページサイクルで伝送するようにさ
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　ページングチャンネルは、８０ミリ秒のスロットへ分割され、これらのスロットはペー
ジングチャンネルスロットと呼ばれる。非スロットモードで動作している移動局へのペー
ジングおよび制御メッセージは、ページングチャンネルスロットの１つにおいて受信され
る。したがって、非スロットモードの動作では、移動局は全てのスロットを監視しなけれ
ばならない。順方向の共通制御チャンネルは、８０ミリ秒のスロットへ分割され、これら
のスロットは順方向の共通制御チャンネルスロットと呼ばれる。非スロットモードで動作
している移動局へのページングおよび移動に関するメッセージは、順方向の共通制御チャ
ンネルスロットの１つにおいて受信される。したがって、非スロットモードの動作では、
移動局は順方向の共通制御チャンネルを継続的に監視しなければならない。
【００１２】
　ページングチャンネルプロトコル、または順方向の共通制御チャンネルプロトコルは、
ある特定の割り当てられたスロットにおいて、特定の移動局へのメッセージの伝送のスケ
ジューリングを与える。スロットモードで動作しているとは、移動局が、割り当てられた
スロット中のみにおいて、ページングチャンネルまたは順方向の共通の制御チャンネルを
監視することを指す。ページングチャンネルまたは順方向の共通の制御チャンネルが監視
されていないスロットの間は、移動局は、電力を節約するために処理を停止または低減す
る。
【００１３】
　スロットモードで動作している移動局は、一般に、１スロットサイクルの、１つ以上の
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スロットにおいて、ページングチャンネルか、または順方向の共通制御チャンネルを監視
する。移動局は、例えば、登録メッセージ、送信元メッセージ、またはページ応答メッセ
ージ内に与えられているSLOT CYCLE INDEXフィールドを使用することによって、好ましい
スロットサイクルを特定する。移動局は、状態応答メッセージまたは拡張形状態応答メッ
セージの端末情報記録のSLOT CYCLE INDEXフィールドを使用して、好ましいスロットサイ
クルを特定する。当業者には、ここで参照したメッセージが、cdma2000の標準規格におい
て規定されていることが分かるであろう。
【００１４】
　基地局は、同報通信メッセージ、例えば、同報通信アドレスのデータバーストメッセー
ジを、目標の移動局へ伝送する。スロットモードで動作している移動局に、同報通信メッ
セージが自分へ伝送されていることを知らせるために、基地局は、同報通信ページ、例え
ば、同報通信アドレスのタイプの一般ページメッセージ（general page message, GPM）
または汎用ページメッセージ（universal page message, UPM）を、目標の移動局へ送る
。同報通信ページおよび対応する同報通信メッセージを移動局へ伝送する物理チャンネル
が１本か、または複数本かは、共通のチャンネルの構成に依存する。ここでは、２つの例
示的なチャンネル構成について検討する。
【００１５】
　第１の構成は、CDMAシステムのIS-95系とcdma2000のより先に公開されたものとにおい
て使用されている同報通信チャンネルプロトコルに対応する。この構成では、順方向チャ
ンネルには、ページングチャンネル（F-PCH）とクイックページングチャンネル（F-QPCH
）とが含まれる。同報通信ページ（同報通信メッセージを収めている一組の一方の同報通
信メッセージスロットを示す）と、同報通信メッセージとの両者は、F-PCH上で送られる
。
【００１６】
　第２の構成は、cdma2000のより新しく公開されたもの、例えば、リリースＡ（Release 
A）において使用されている同報通信チャンネルプロトコルに対応する。この構成では、
順方向チャンネルには、共通制御チャンネル（F-CCCH）、同報通信制御チャンネル（F-BC
CH）、およびクイックページングチャンネル（F-QPCH）が含まれる。同報通信ページはF-
CCCH上で送られ、同報通信メッセージはF-BCCH上で送られる。
【００１７】
　同報通信ページは、特別に定められたチャンネルスロットサイクルにおいて、F-PCHま
たはF-CCCHの何れかに分配される。F-PCH上では、同報通信ページングサイクル（broadca
st paging cycle, BPC）は、（Ｂ１＋Ｘ１）のF-PCHスロットの継続期間を有し、
Ｂ１＝２ｉ×１６，１≦ｉ≦７
であり、ｉ＝BCAST INDEXは、基地局によって、拡張形システムパラメータメッセージに
おいて伝送されるか、または拡張形システムパラメータメッセージが送られないときは、
デフォルトによって設定される。
【００１８】
　正規のページを干渉せずに、オーバーヘッドを低減し、かつ効率的にするために、同報
通信ページは、同報通信ページングサイクルの第１のスロットにおいて送られる。F-PCH
上の各同報通信ページングサイクルの第１のスロットは、ページングチャンネルスロット
であり、ｔが、フレーム内のシステム時間を表現するとき、次の式で表わすことができる
。
【００１９】
【数７】

　同報通信ページは、特別に定められたF-CCCHのスロットサイクルにおいても分配される
。F-CCCH上では、ＢＰＣは、（Ｂ２＋Ｘ２）のF-CCCHのチャンネルスロットの継続期間を
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有し、
Ｂ２＝２１＋ｉ×１６，１≦ｉ≦７
であり、ｉ＝BCAST INDEXは、基地局によってシステムパラメータメッセージにおいて伝
送される。F-CCCH上の各同報通信ページングサイクルの第１のスロットは、F-CCCHスロッ
トであり、ｔが、フレーム内のシステム時間を表現するとき、次の式で表わすことができ
る。
【００２０】
【数８】

　F-QPCHはスロットへ分割され、スロットは、例えば、８０ミリ秒であり、F-QPCHスロッ
トと呼ばれる。F-QPCHプロトコルは、F-QPCHスロットのページング指標、構成変更指標、
および同報通信指標の伝送のスケジューリングを与える。各同報通信ページングサイクル
スロットの不要な監視により、移動局においてバッテリが消耗するが、これを低減するた
めに、F-QPCHスロットは、同報通信指標（broadcast indicator, BI）ビットを含む。BI
ビットは、F-PCH/F-CCCHスロットを監視するときを、目標の移動局へ知らせるのに使用さ
れる。したがって、例えば、F-CCCH上に同報通信ページがあるときは、対応するF-QPCHス
ロットのBIビットをオンにして、F-CCCHスロットを監視することを目標の移動局へ知らせ
る。
【００２１】
　１つの実施形態では、サービスプロバイダは、F-PCHおよびF-CCCH/F-BCCHの両者の同報
通信チャンネルプロトコルを使用して、同報通信メッセージングを支援する。したがって
、両方のチャンネルプロトコルが、スロットモードでクイックページングチャンネル（F-
QPCH）で働くとき、このF-QPCHを使用して、同報通信ページのためのF-PCHまたはF-CCCH/
F-BCCHの何れかを監視するように構成されている移動局へ知らせる。この実施形態では、
F-PCHに対応するBIは、移動ユニットのグループに、F-PCH上のページングチャンネルスロ
ットを監視することを知らせ、F-CCCHに対応するBIビットは、移動局の別のグループに、
F-CCCH上の順方向の共通制御チャンネルスロットを監視することを知らせる。
【００２２】
　図１は、メッセージの同報通信において使用される順方向チャンネルの例示的な構成の
表現を示している。F-PCH/F-CCCH 102は、８０ミリ秒のスロット104へ分割され、スロッ
ト104はページングチャンネルスロットと呼ばれる。クイックページングチャンネル106は
、８０ミリ秒のスロット108へ分割され、スロット108はF-QPCHスロットと呼ばれる。１つ
の実施形態にしたがうと、移動局がスロットモードで動作し、同報通信メッセージを受信
するように構成され、かつクイックページングチャンネル方式を支援するとき、移動局は
、割り当てられたF-QPCHチャンネルスロット上の同報通信指標を監視する。割り当てられ
たF-QPCHチャンネルスロットは、移動局の割り当てられた同報通信ページスロットから、
図１に示されているように、所定の時間間隔110、例えば、１００ミリ秒分ずれている。
【００２３】
　図２は、本発明の種々の態様を実行することができる基地局204および遠隔端末206につ
いての実施形態の単純化されたブロック図である。特定の通信において、音声データ、パ
ケットデータ、および／またはメッセージは、基地局204と遠隔端末206との間で、エアー
インターフェイス208を介して交換することができる。種々のタイプのメッセージ、例え
ば、基地局と遠隔端末との間で通信セッションを設定するために使用されるメッセージ、
およびデータ伝送を制御するために使用されるメッセージ（例えば、電力制御、データレ
ート情報、肯定応答、等）が伝送される。
【００２４】
　逆方向リンクでは、遠隔端末206において、（例えば、データ源210からの）音声データ
またはパケットデータ、あるいはこの両者と、（例えば、制御装置230からの）メッセー
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ジとが、送信（transmit, TX）データプロセッサ212へ供給され、TXデータプロセッサ212
は、符号化されたデータを生成するための１つ以上の符号化方式を使用して、データおよ
びメッセージをフォーマットして、符号化する。各符号化方式には、巡回冗長検査（cycl
ic redundancy check, CRC）、畳込み、ターボ、ブロック、および他の符号化が含まれて
いるか、または符号化は全く行われない。音声データ、パケットデータ、およびメッセー
ジは、異なる方式を使用して符号化され、異なるタイプのメッセージが別々に符号化され
る。
【００２５】
　その後で、符号化されたデータは、変調器（modulator, MOD）214へ供給され、さらに
処理される（例えば、カバーされ、短いPN系列で拡散され、およびユーザ端末に割り当て
られた長いPN系列でスクランブルされる）。その後で、変調されたデータは、送信機装置
（transmitter unit, TMTR）216へ供給され、調整され（例えば、1つ以上のアナログ信号
へ変換され、増幅され、フィルターにかけられ、および直交変調される）、逆方向のリン
ク信号が生成される。逆方向のリンク信号は、デュープレクサ（duplexer, D）218を通っ
てルート設定され、アンテナ220を介して基地局204へ伝送される。
【００２６】
　基地局204では、逆方向のリンク信号は、アンテナ250によって受信され、デュープレク
サ252を通ってルート設定され、受信機装置（receiver unit, RCVR）254へ供給される。
受信機装置254は受信信号を調整し（例えば、フィルターにかけ、増幅し、ダウンコンバ
ートし、およびディジタル化する）、サンプルを供給する。復調器（demodulator, DEMOD
）256は、サンプルを受信して、処理し（例えば、逆拡散し、デカバーし、およびパイロ
ット復調する）、回復されたシンボルを供給する。復調器（DEMOD）256には、レーキ受信
機が構成されており、レーキ受信機は、受信信号の多数のインスタンスを処理して、組み
合わせのシンボルを生成する。その後で、受信（receiving, RX）データプロセッサ258は
、シンボルを復号して、逆方向リンク上で伝送されたデータおよびメッセージを回復する
。回復された音声／パケットデータは、データシンク260へ供給され、回復されたメッセ
ージは制御装置270へ供給される。復調器（DEMOD）256およびRXデータプロセッサ258によ
る処理は、遠隔端末206において行われる処理と相補的である。復調器（DEMOD）256およ
びRXデータプロセッサ258は、さらに加えて、多数のチャンネル、例えば、逆方向の基礎
チャンネル（reverse fundamental channel, R-FCH）および逆方向の補助チャンネル（re
verse supplemental channel, R-SCH）を介して受信した多数の伝送を処理するように動
作もする。さらに加えて、伝送は、多数の遠隔端末から同時に行われ、各伝送は、逆方向
の基礎チャンネル、逆方向の補助チャンネル、またはこの両者において伝送される。
【００２７】
　順方向リンク上では、基地局204において、（例えば、データ源262からの）音声データ
またはパケットデータ、あるいはこの両者と、（例えば、制御装置270からの）メッセー
ジとは、送信（TX）データプロセッサ264によって処理され（例えば、フォーマットされ
、および符号化される）、さらに変調器（MOD）266によってさらに処理され（例えば、カ
バーされ、および拡張される）、送信機装置（TMTR）268によって調整され（例えば、ア
ナログ信号へ変換され、増幅され、フィルターにかけられ、および直交変調される）、順
方向のリンク信号が生成される。順方向のリンク信号は、デュープレクサ（D）252を通っ
てルート設定され、アンテナ250を介して、遠隔端末206へ伝送される。
【００２８】
　遠隔端末206では、順方向のリンク信号は、アンテナ220によって受信され、デュープレ
クサ（D）218を通ってルート設定され、受信機装置（RCVR）222へ供給される。受信機装
置（RCVR）222は、受信信号を調整し（例えば、ダウンコンバートし、フィルターにかけ
、増幅し、直交変調し、およびディジタル化する）、サンプルを供給する。サンプルは、
復調器（DEMOD）224によって処置され（例えば、逆拡散され、デカバーされ、およびパイ
ロット復調される）、シンボルが供給され、シンボルは、受信データプロセッサ226によ
ってさらに処理され（例えば、デコードされ、および検査される）、順方向のリンク上を
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伝送されたデータおよびメッセージが回復される。回復されたデータは、データシンク22
8へ供給され、回復されたメッセージは、制御装置230へ供給される。
【００２９】
　図３は、F-CCCH 302、F-QPCH 304、およびF-PCH 306のための例示的な構成の表現を示
している。図３に示されている構成では、F-CCCHの同報通信ページングサイクルと、F-PC
Hの同報通信ページングサイクルとは、同一の継続期間を有し、かつ同一のスロット番号
から始まる。このために、各同報通信ページスロットは重なり合う。例えば、F-CCCH 302
上の同報通信ページスロット302Aは、F-PCH 306上の同報通信ページスロット306Aと重な
り合う。したがって、F-QPCHスロット上のBIビットは、F-CCCHおよびF-PCHの両者の上の
同報通信ページスロットを示す。とくに、F-QPCHスロット上のBIビットが、実際には、F-
PCHチャンネル306のみに宛てられているとき、同じBIビットが、F-CCCHチャンネル302も
間違って示してしまう。この誤りのシグナリングにより、F-CCCH上の同報通信ページを受
信するように設計されている移動局は、F-CCCHを不要に起動して、監視する。例えば、F-
QPCHスロット304A内のBIビットであって、F-PCH上の同報通信ページスロット306Aを示すB
Iビットは、実線の矢印によって示されているように、F-PCHスロット306Aを監視するよう
に設計されている移動局を正確に起動する。しかしながら、ＢＰＣが重なり合っているた
めに、同じBIビットは、点線によって示されているF-CCCH 302上の同報通信ページスロッ
ト302Aも示し、F-CCCHを監視するように設計されている移動局を間違って起動してしまう
。
【００３０】
　本発明の1つの実施形態にしたがうと、図４に示されているように、F-PCH上のBPCとF-C
CCH上のBPCとは、互いにずれていて、したがってF-CCCH上の同報通信スロットとF-PCH上
の同報通信スロットとは重なり合わない。図４では、F-CCCH 402上の同報通信ページスロ
ットは、F-PCH 406上の同報通信ページスロットと重なり合わない。したがって、F-QPCH
チャンネル上のクイックページングチャンネルスロット上のBIビットは、F-CCCHのスロッ
トとF-PCHのスロットの両方を示すわけではない。とくに、BIビットがF-PCHまたはF-CCCH
の一方のみに宛てられているときは、同じBIは、F-PCHおよびF-CCCHの他方を示さず、し
たがって、移動局が、同報通信メッセージのための各チャンネルを不要に起動して監視す
るのを効果的に防ぐ。例えば、F-QPCHスロット404A内のBIビットであって、F-PCH 406上
の同報通信ページスロット406Aを示すBIビットは、実線の矢印によって示されているよう
に、F-PCHを監視するように設計されている移動局を正確に起動する。F-QPCHスロット404
Aは、F-CCCH 402上の同報通信ページスロット402Aよりも、許容時間間隔（例えば、１０
０ミリ秒）を越えて前に位置しているので、同じBIはF-CCCH 402の同報通信ページスロッ
ト402Aを示さない。したがって、２つのBPCは重なり合わず、意図された目標の移動局の
みが起動して、各同報通信ページスロットを監視する。この実施形態の長所は次の２つで
ある。（１）重なり合いを避けるために、一方のBPCの継続期間を長くする必要はない（
一方のBPCの継続期間を長くすると、同報通信メッセージを伝達するための平均遅延が長
くなる）。（２）２つのBPCは何れのスロットにおいても重なり合わず、したがって同報
通信ページングによる誤り警報が無くなり、移動局のバッテリ性能が向上する。
【００３１】
　この実施形態にしたがうと、基地局は、所定のずれを、BPCを求める式の一方へ構成し
、BPCの第1のスロットを所定シフト分ずらす。１つの実施形態では、基地局は、次の式に
示されているように、F-CCCH上のBPCか、またはF-PCH上のBPCの何れかに、“Ｎ”スロッ
トのずれを取入れる。
【００３２】
【数９】

　例えば、Ｂ＋Ｘ＝６５であるとき、基地局は、F-PCHのBPCと比較して、F-CCCH上のBPC
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に２スロットのずれを取入れる。図４は、対応するBPCを示し、対応するBPCの第１のスロ
ットを、次の表に示す。
【００３３】
【表１】

　本発明の別の実施形態にしたがうと、基地局は、F-PCHおよびF-CCCHの各BPCを求める式
中のＸ１およびＸ２に対する異なる値を特定し、それによってF-PCHおよびF-CCCHのBPCに
異なる期間をもたせる。図５は、Ｘ１およびＸ２の異なる値が、F-CCCHではBPC＝４であ
り、F-PCHではBPC＝３であるといった例示的なシナリオを示している。したがって、F-CC
CH 502上の同報通信ページスロットは、F-PCH 506の同報通信ページスロットと重なり合
わない。したがって、F-QPCHスロット上の同じBIビットは、F-CCCHスロットおよびF-PCH
スロットの両者を示すわけではない。とくに、BIビットが、F-PCHチャンネルおよびF-CCC
Hチャンネルの一方のみに宛てられているときは、同じBIビットは、F-PCHおよびF-CCCHの
他方を示さず、移動局の不要な起動が効果的に避けられる。例えば、F-QPCHスロット504A
内のBIビットであって、F-PCH 506上の同報通信ページスロット506Aを示すBIビットは、F
-PCHを監視するように設計された移動局を正確に起動する。F-QPCHスロット504Aは、F-CC
CH 502上の同報通信ページングスロット502Aよりも、許容時間間隔（例えば、１００ミリ
秒）を越えて前に位置しているので、同じBIビットは、F-CCCH 502上の同報通信ページス
ロット502Aを示さない。例えば、Ｂ＝６４であり、基地局が、F-PCHに対してはＸ１＝１
、F-CCCHに対してはＸ２＝２に設定するとき、次の表は、結果のBPCの第１のスロットを
示す。
【００３４】

【表２】

　本発明のさらに別の実施形態にしたがうと、基地局はF-PCHのBPC値とF-CCCHのBPC値と
を直接に特定する。基地局は、F-PCHのBPCとF-CCCHのBPCとを求める式において、Ｂ１お
よびＢ２に異なる値を特定し、それによってF-PCHのBPCとF-CCCHのBPCとに異なる期間を
もたせる。基地局は、F-PCHの拡張形システムパラメータメッセージおよびF-CCCHのシス
テムパラメータメッセージ内の（BCAST INDEXパラメータではなく）パラメータ“Ｂ”を
特定する。
【００３５】
　例えば、基地局は、図５に示されているように、F-CCCHチャンネルに対してはBPC＝４
、F-PCHチャンネルに対してはBPC＝３に設定する。したがって、F-CCCH 502上の同報通信
ページスロットは、恐らくは、第１のBPCにおける第１のスロットを除いて、F-PCH506上
の同報通信ページスロットと重なり合わない。したがって、F-QPCHスロット上の同じBIビ
ットは、F-CCCHスロットおよびF-PCHスロットの両者を示すわけではない。とくに、BIビ
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ットが、F-PCHおよびF-PCCCHの一方のみに宛てられているときは、同じBIビットは、F-PC
HおよびF-PCCCHのチャンネルの他方を示さず、移動局の不要な起動を効果的に防ぐ。例え
ば、F-QPCHスロット504A内のBIビットであって、F-PCH506上の同報通信ページスロット50
6Aを示すBIビットは、F-PCHを監視するように設計された移動局を正確に起動する。F-QPC
Hスロット504Aは、F-CCCH502上の同報通信ページングスロット502Aよりも、許容時間間隔
（例えば、１００ミリ秒）を越えて前に位置しているので、同じBIビットは、F-CCCH502
上の同報通信ページスロット502Aを示さない。
【００３６】
　例えば、F-PCHに対してはＢ１＝６０、F-CCCHに対してはＢ２＝６２として、対応するB
PCの第１のスロットを次の表に示した。
【００３７】
【表３】

　当業者には、情報および信号が、種々の異なる技術およびプロトコルを使用して表現さ
れることが分かるであろう。例えば、上述で全体的に参照したデータ、指令、命令、情報
、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁粒、光
の界または粒子、あるいはこの組合せによって表現される。
【００３８】
　当業者には、本明細書において開示されている実施形態に関係して記載されている種々
の例示的な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムのステップは、電子ハ
ードウエア、コンピュータソフトウエア、またはこの両者の組合せとして構成されている
ことが分かるであろう。ハードウエアとソフトウエアとのこの互換性を明らかに示すため
に、種々の例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、機能に
関して上述で全体的に記載されている。このような機能が、ハードウエアとして構成され
ているか、またはソフトウエアとして構成されているかは、全体的なシステムに課された
特定のアプリケーションおよび設計の制約に依存する。熟練した技能をもつ者は、各特定
のアプリケーションに対して種々のやり方で、記述されている機能を実行するが、このよ
うな機能の実行の決定は、本発明の技術的範囲から逸脱しないと解釈すべきである。
【００３９】
　本明細書に開示されている実施形態と関係して記載されている種々の例示的な論理ブロ
ック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（digita
l signal processor, DSP）、特定要素向け集積回路（application specific integrated
 circuit, ASIC）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（field programmable gate 
array, FPGA）または他のプログラマブル論理装置、ディスクリートなゲートまたはトラ
ンジスタ論理、ディスクリートなハードウエア構成要素、あるいは本明細書に記載されて
いる機能を実行するように設計されているものの組み合わせで構成または実行される。汎
用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、その代わりに、従来のプロセッ
サ、制御装置、マイクロ制御装置、または状態機械であってもよい。プロセッサは、計算
機の組合せ、例えば１台のＤＳＰと１台のマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッ
サ、１台のＤＳＰのコアと組合されている１台以上のマイクロプロセッサ、またはこのよ
うな構成をもつ他のものの組合せとしても構成される。
【００４０】
　本明細書に記載されている実施形態と関係して開示されている方法またはアルゴリズム
のステップは、ハードウエア、プロセッサによって実行されるソフトウエアモジュール、
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メモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レ
ジスタ、ハードディスク、取り外し可能なディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、またはこの技術にお
いて知られている他の形態の記憶媒体内にあってもよい。例示的な記憶媒体はプロセッサ
に接続され、したがって、プロセッサは、記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体へ情報
を書込むことができる。その代りに、記憶媒体はプロセッサと一体構成であってもよい。
プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内にあってもよい。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に
あってもよい。その代りに、プロセッサおよび記憶媒体は、ディスクリートな構成要素と
して、ユーザ端末内にあってもよい。
【００４１】
　開示された実施形態についてのこれまでの記載は、この技術に熟練した者が、本発明を
作成または使用できるようにするために与えられている。当業者には、これらの実施形態
に対する種々の変更が容易に分かり、かつ本明細書で定義されている全体的な原理は、本
発明の意図または技術的範囲から逸脱することなく、他の実施形態に適用してもよい。し
たがって、本発明は、本明細書に示されている実施形態に制限されるのではなく、本明細
書に開示されている原理および新規な特徴に一致する最も幅広い範囲にしたがうことを意
図されている。本明細書では、専ら“例示的”という言葉を使用して、“例、事例、また
は実例としての役割を果たす”ことを意味する。“例示”として本明細書に記載されてい
る実施形態を、他の実施形態よりも好ましい、または効果的であると解釈する必要はない
。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】メッセージの同報通信において使用される順方向チャンネルの例示的な構成を示
す図。
【図２】メッセージの同報通信において使用される例示的な基地局と移動局とを示す図。
【図３】第１の実施形態にしたがって、順方向の同報通信チャンネルに対する例示的な同
報通信ページングサイクルを示す図。
【図４】第２の実施形態にしたがって、順方向の同報通信チャンネルに対する例示的な同
報通信ページングサイクルを示す図。
【図５】第３の実施形態にしたがって、順方向の同報通信チャンネルに対する例示的な同
報通信ページングサイクルを示す図。
【符号の説明】
【００４３】
　110・・・所定の時間間隔、204・・・基地局、206・・・遠隔端末、208・・・エアーイ
ンターフェイス。
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